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書評

臨床のベッドサイドにはさまざ
まな学びがあります．しかし多く
の場合，日常診療の多忙さから学
術的なアウトプットとしての集合
知よりも，無意識も含む現場レベ
ルの経験として蓄積される場合が
多いのではないでしょうか．ケー
スレポート（症例報告）のエビデ
ンスレベルは必ずしも高くはあり
ません．また，多忙な臨床業務の
合間にアウトプットとして形にす
るのは決して容易なことではない
でしょう．しかし本書でも述べら
れている通り，ケースレポートに
は執筆を通じて疾患の理解を深め，
自らの臨床能力を高められる意義
があります．アクセプトされれば
学びを読者と共有でき，報告した
症例の重要性を再認識させてくれ
ることでしょう．
私は，大学の総合診療科に所属
する医師として，医学生から後輩，
同僚までさまざまなレベルの方々
の相談を受けたり指導したりする
立場にあり，ケースレポートの執
筆や発表もコラボレーションして
きました．こうした経験から，
ケースレポートを書くための着想
を得る時点から，執筆，投稿，受
理までの全体の流れを示して伝え
る難しさを感じていました．その
全体像を見事に示してくれるのが
本書です．例えば，臨床経験と執
筆経験を「2×2」で図式化して，

執筆スケジュールを例示した図を
はじめ，数々の掲載図によって，
頭で漠然と考えている内容が明快
に図式化・言語化されるので，と
ても役に立ちます．
ケースレポートの執筆に関連し

た文献検索の仕方や，査読中や投
稿後の振る舞いについても触れら
れており，著者の先生方のこれま
での経験や息遣いを紙面から学ぶ
ことができます．本書内でもケー
スレポートを軸に，日常臨床で陥
りがちなバイアスとして「冷たい
認知」と「熱い認知」が解説され
ています．著者の科学者としての
クールな視点と臨床医としての
ホットな視点が同居していること
を，本書全体から読み取ることが
できます．
現場の生きた学びをケースレ

ポートに吹き込む方法も示してく
れます．五感を駆使したベッドサ
イドでの学びをどう抽出するか，
そして執筆者と読者の学びの共通
項をいかに具現化するかが明快に
述べられています．学びの言語化
は，近年精度の向上が著しい人工
知能（AI）でも代替は依然として
難しいとされます．五感を駆使し
た学びの抽出は，ベッドサイドで
日々診療を行う医療者だからこそ
できることであり，言語化の意義
は高いと考えます．
本書を読むことで，ケースレ

ポートの候補を選ぶ際に陥りがち
な，稀少性を求めてしまう思い込
みから解き放ってくれます．「稀
少すぎず，ありきたりすぎず」と
は言い得て妙の表現であり，これ
こそケースレポートとして取り上
げる本質だと感じます．こうした
珠玉の文言がケースレポートを執
筆しようとする私たちの心理的な
ハードルを下げてくれるのです．
本書は初学者から指導医まで幅

広い読者層に役に立つ実践的な書
です．症例報告の構想から執筆，
投稿まで，また一読者として症例
報告を読む上でも本書を傍らに置
いておけば，より俯瞰した視点を
持ってケースレポートに向き合え
るでしょう．本書は，日々のベッ
ドサイドから得られる学びを，よ
り一般化したクリニカル・パール
として共有できないか探してみた
いと思わせてくれます．トップ
ジャーナルへの投稿に限らずとも，
ケースレポートの執筆に興味のあ
る方，現在執筆中の方，既に執筆
経験が十分にある方にも必見です．
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トップジャーナルへの掲載を叶える 
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